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はじめに

ＴｅｘｔｂｏｏｋｏｆＰｅｄｉａｔｒｉｃｓ（ＮＥＬＳＯＮ）によれ

ば、「小児科学 Ｐｅｄｉａｔｒｉｃｓ とは、乳幼児期、

小児期、思春期の子供たちの健康について、

また彼らの発育、発達についての学問であり、

彼らが完全に成人になれるよう支援するため

のものである」と定義付けられています。つ

まり、小児科が最も内科と異なる部分は、子

供には発育があり、発達があるという点です。

もう一点、発育、発達という概念以外に小児

科の大事な特徴は、各人の臓器ならびにその

病変をみるだけでなく、一人の人間としてそ

の子供全体をみなければならないという点で

す。つまり、その子供の疾患、発育発達の

チェックはもちろん、家族構成のことや家族

内トラブルのこと、学校でのこと、社会での

ことなど、すべてを考慮して子供を支援して

いかなければいけないのです。当然関わるべ

き雑誌は多岐にわたります。いろいろな雑誌

を読まなければなりません。

今回、「臨床に役立つ雑誌一小児科－」と

いうテーマを与えられました。情報過多の時

代ですから一人の人間が目を通すにはあまり

にも雑誌の種類が多すぎます。一般的な国内

雑誌や海外雑誌を紹介していってもいいので

すが、今までの先生方のようなきっちりとし

た紹介でなく型破りな紹介、つまり、私かど

う考えてその雑誌に目を通すかということを
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述べていきたいと思います。したがってかな

り独断と偏見に満ちた内容となることを先に

お断りしておきます。

私か雑誌に目を通すには、大きく分けて２

つの場合があります。読むべきテーマが決

まっていなくて雑誌を読む場合（たとえば読

書会で読むための論文を探す時や新着雑誌の

内容をチェックする時など）と、学会発表や

論文発表など、あるテーマが決まっており、

それに関係する論文を調べるために雑誌を見

る場合です。以下具体的に述べてみます。

２

読むべきテーマが決まっていない場合

読むべきテーマが決まっていないときに見

る雑誌は、それぞれの先生方によりかなり

違っていると思います。私の場合、「読書

会」の存在が大きなウエートを占めてきます。

この読書会は週に一回、小児科で行われるも

ので、唯一のルールは読むべき論文は英文で

あることです。読書会で読むべき論文をピッ

クアップする作業のために、暇を見つけては

図書室に通い新着雑誌のチェックを行います。

大体２０～３０件くらいの論文のうち、新しくて、

面白くて、役に立って、みんなが知らないこ

と、ほかの先生が感心するような論文を探し

ます。読書会というのは、その先生の学問的

レベルが試される場であると思います。すな

わち、どんなことにその先生が興味を持って

いるのか、どうしてその論文を選んだのか、

その論文をどのようにみんなに説明するのか、
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その論文をその先生はどう評価するのか、な

どなどその先生の力量が問われます。

具体的には、図書室の棚に沿ってタイトル

をチェックしていきますが、最初に目を通す

のが「ＮＡＴＵＲＥ」と「ＳＣＩＥＮＣＥ」です。 この２

つの基礎医学雑誌は、一番最先端の自然科学

分野の成果がっかめる重要な雑誌だと思いま

す。ここ１～２年は ＡＩＤＳ についての新しい発

見が報告されてきています。 ＡＩＤＳ ウイルス

が人の細胞に進入するときの機構について、

またどういったタイプの遺伝子を持った人間

がウイルスの侵入を防げるかなど、各週ごと

に矢継ぎ早に発表されています。狂牛病の犯

人であるプリオンについての論文も立て続け

に発表されており、話題性と迅速性が求めら

れるもっともホットな論文が多く見られます。

また、２～３年前の血小板増殖因子の発表が

あった号では、同時に４つもの論文が掲載さ

れ、研究最先端の厳しさも窺い知ることがで

き興味深いです。１９９６年から、「ＮＡＴＵＲＥ」に

日本語の要約がつくようになり、ますます読

みやすくなってきています。医学の専門以外

の論文はこれまで、それ相当の専門用語が必

要で理解しづらく、読み飛ばすことが多かっ

たのですが、最近では、日本語の要約をたよ

りに、ほかの自然科学領域の論文も面白く読

むようになりました。「イランで発掘された

数千年前の土器の中から、世界最古のぶどう

酒が見つかった」とか、酒飲みの私としては

わくわくするではありませんか。

確かにこれらの雑誌は、基礎医学に重きを

置いたもので、直接臨床に関係するような論

文は数多くありませんが、病態の把握に必要

な基礎知識が見受けられ、臨床論文の起点に

なると考えられます。ほかにも、「Ｃｅｌｌ」

「ＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｌｉｎｉｃａｌＩｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎ」な

どがありますが、ほぼ、「ＮＡＴＵＲＥ」「ＳＣＩＥＮＣＥ」

で基礎的でホットな知識の入手はカバーでき

ると思います。

次に目を通す雑誌は、「ＮｅｗＥｎｇｌａｎｄＪｏｕ－

ｒｎａｌｏｆ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ」と「Ｌａｎｃｅｔ」の２つです。

特に「ＮｅｗＥｎｇｌａｎｄＪｏｕｒｎａｌｏｆ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ」

は最高の臨床系の雑誌で、小児科における重

要な論文が数多く掲載されています。この中

の“ＲＥＶＩＥＷＡＲＴＩＣＬＥ”は秀逸で、ここ数年 の

新しい内容がうまく要約、発表されており、

すぐに臨床で役立つ内容が述べられています。

たとえば、気管支喘息におけるテオフィリン

製剤の使い方 についてのガイドラインは、そ

の後多 くの日本の雑誌に掲載され引用されて

います。

そのあとで読む雑誌は、むしろ各部門に関

係した雑誌などです。神経の分野で は「Ｎｅｕ－

「ｏｌｏｇｙ」 「Ａｎｎａｌｓｏｆ Ｎｅｕｒｏｌｏｇｙ」「Ｎｅｕｒｏｌ－

ｏｇｉｃＣｌｉｎｉｃｓ」を読みます。 「Ｎｅｕｒｏｌｏｇｙ」

は神経の分野では、臨床的な内容も豊富で利

用価値が高いと思います。 「Ｎｅｕｒｏｌｏｇｉｃ

Ｃｌｉｎｉｃｓ」 はちょうど雑誌と教科書の中間的

存在で、ある程度一般に認められたことで、

かつ比較的新しい内容がテーマごとにまとめ

られていて、自分の探しているテーマと一致

したときは便利に使えます。血液の分野では

「Ｂ１００ｄ」 「ＢｒｉｔｉｓｈＪｏｕｒｎａｌ ０ｆ Ｈｅｍａｔｏｌｏ－

ｇｙ」の ２冊、 免疫、アレルギーの分野 では

「Ｊｏｕｒｎａｌ ０ｆＩｍｍｕｎｏｌｏｇｙ」「Ｃｌｉｎｉｃａｌ ａｎｄ

ＥχｐｅｒｉｒａｅｎｔａｌＩｍｍｕｎｏｌｏｇｙ」「ＣｌｉｎｉｃａｌＩｍ－

ｍｕｎｏｌｏｇｙａｎｄＩｍｍｕｎｏｐａｔｈｏｌｇｙ」の３冊、癌、

悪性腫瘍の分野では「Ｃａｎｃｅｒ」「ＣａｎｃｅｒＲｅ－

ｓｅａｒｃｈ」 の２冊、 内分泌 の分野で は「Ｅｎｄｏ－

ｃｒｉｎｅＲｅｖｉｅｗｓ」「Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ」「Ｊｏｕｒ－

ｎａｌ ｏｆＣｌｉｎｉｃａｌＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ ＆ Ｍｅｔａｂｏ－

ｌｉｓｒａ」の ３冊です。

そして最後に小児科の一般雑誌に目を通し

ます。実際は読むより はタイトルチェックが

主で、これぞという論文は、今までに述べら

れた雑誌に掲載されていることが多いようで

す。小 児科一般分野の雑誌として「Ｊｏｕｒｎａｌ

ｏｆＰｅｄｉａｔｒｉｃｓ」と「Ｐｅｄｉａｔｒｉｃｓ」の２冊が

重要です。 ほかには「Ａｒｃｈｉｖｅｓｏｆ Ｄｉｓｅａｓｅ

ｉｎ Ｃｈｉｌｄｈｏｏｄ」「Ａｒｃｈｉｖｅｓｏｆ Ｐｅｄｉａｔｒｉｃｓ

＆Ａｄｏｌｅｓｃｅｎｔ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ」「ＰｅｄｉａｔｒｉｃＣｌｉｎｉ－

ｃｓｏｆＮｏｒｔｈ Ａｍｅｒｉｃａ」などの雑誌に目を通

します。そのうち、 「ＰｅｄｉａｔｒｉｃｓＣｌｉｎｉｃｓｏｆ

Ｎｏｒｔｈ Ａｍｅｒｉｃａ」がなかなか旨くまとまって

２８－



作られており、本の扱っている内容がうまく

探しているタイトルと同じであれば、実際の

治療に即役立てることができます。この雑誌

は季刊誌で教科書と雑誌のちょうど中間をね

らった雑誌です。

以上、主に海外雑誌ばかりになりました。

読書会のルールが英語であるという条件から

当然そうならざるを得ませんが、新しくて重

要なことを論文にしようとする場合、日本の

研究者でも、まず真っ先に海外雑誌に投稿を

考えるはずです。したがって、海外雑誌に重

点を置いて読むべきと思われます。

しかし、緊急で、ある疾患についてまと

まった知識が必要なときや、あまり頭をわず

らわさずに知識を詰め込みたいときなどは、

母国語である日本語の雑誌も非常に便利です。

各学会雑誌で小児科関連のものは「日本小児

科学会雑誌」を筆頭に、「日本小児血液学会

雑誌」「日本小児アレルギー学会誌」「アレ

ルギー」「脳と発達」「小児がん」「日本小

児呼吸器疾患学会雑誌」「日本小児内分泌学

会雑誌」などがあります。商業誌も「小児内

科」「小児科臨床」「小児科診療」「小児

科」など、それぞれ特集が組まれることもあ

り参考となります。ほかに日本語の雑誌で私

か必ず目を通すのが「医学のあゆみ」で、基

礎的なことがらも、割と簡潔にまとめてあり

理解しやすく、興味を持てば先に述べたよう

な雑誌に戻ってオリジナルを読んだりできま

すし、「医学のあゆみ」の“メディカル・ト

ピックス では、見落としていた最近の進歩

の部分をチェックできて便利です。私か読書

会で読むための論文のネタ探しにもかなり役

に立っています。また、社会医学や航空医学

など、ほかの雑誌に無い興味深い内容の記事

も見受けられます。以上私かテーマを決めず

に目を通す雑誌です。１

大事なことは、足繁く図書室に通うことで

す。こまめに雑誌に目を通し、自分の診療に

役立つ情報で新しいものをチェックしておき

ます。いざというときには関係する論文を思

い出し、あの雑誌に ｒｅｖｉｅｗが掲載されてい

２９－
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た、この疾患はあの雑誌に症例報告していた、

などのように雑誌を使うことが大事だと思い

ます。

３

読むべきテーマが決まっている場合

読むべきテーマが決まっている場合に雑誌

をみるということは、とりもなおさず文献検

索をどう行うかということだと思われます。

あらかじめ自分が探しているテーマのｒｅｖｉｅｗ

を掲載している雑誌を覚えていれば、かなり

簡単に問題は解決しますが、そうでない場合

がほとんどだと思います。以前は人に頼って

文献検索を行ってきましたが、最近は諸般の

事情により、医者自身が文献検索を行わなけ

ればならなくなってきています。数年前まで

は、文献検索というと ＩｎｄｅｘＭｅｄｉｃｕｓ など

の冊子体を使って検索することを意味しまし

た。いわゆる手作業でしたが、コンピュータ

の発達に伴い電子化、つまりデータベースと

して蓄積され、“オンライン”での有料情報

提供が行われるようになりました。残念なが

ら、当初個人で利用するにはあまりにも金銭

的な負担が大きく、業者に委託するしかあり

ませんでした。１９９０年に入ってからは情報が

ＣＤ－ＲＯＭに蓄積されるようになり、手軽に時間

を気にせず自分のコンピュータを使ったりし

て情報が手に入るようになりました。Ｉｎｄｅｘ

Ｍｅｄｉｃｕｓ はともかく医学中央雑誌を使って

の手作業での文献検索、私はいまだに苦手で

す。ですから、医学中央雑誌を使っての文献

検索がコンピュター化され、ＣＤ－ＲＯＭ利用に

なってからは、ほっとしております。

時代はしかしまだまだ進んで変化するよう

です。インターネットの登場です。文献検索

はどうもインターネット上で行われようとし

ています。データベースを ＣＤ－ＲＯＭに載せる

かわりに、インターネットに接続したホスト

コンピュータの中のデータベースに入れてし

まえば、世界各地からアクセス可能となりま

す。以前はインターネットの料金も高く設定

してありましたが、最近のブームのおかげて、
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インターネットを導入するための経済的負担

は驚くほど低くなりました。病院に導入する

場合はもちろん、個人でも十分に支払いうる

金額となっています。

インターネット上で一番使う頻度が高いと

思われるデータベースが ＭＥＤＬＩＮＥ です。こ

のデータベースは、アメリカの国立医学図

書館（ＮＬＭ）で刊行されている Ｉｎｄｅｘ Ｍｅｄｉｃｕｓ

のデータベースで、インターネット上のいろ

いろな業者が提供しており、無料公開されて

いるものもあります。しかしながら、１９９６年

に入ってから、ＮＬＭがトラブルを起こしてい

ます。入力代行業者への賃金未払いで、入力

拒否に陥っているのです。そのため、１９９６年

２月以降、ＭＥＤＬＩＮＥへのデータ入力は内部職

員による入力のみで、およそ３０％程度しか行

われていません。インターネット上の情報は

オンラインで入手できますので、インターネ

ットを利用なさっておられる方は、アクセス

して最新の情報を調べておかれたほうが賢明

と思います。いずれにせよ、現在は、まだイ

ンターネットがすべての病院に導入されてい

るわけではありません。しばらくは ＣＤ－ＲＯＭ

版の文献検索で目的の論文を手に入れるしか

なさそうです。

４
おわりに

時代は不景気で、予算的な制約が大きく問

題となってきています。一番簡単に予算削除

の影響を受ける場所が図書室です。いろいろ

な知識を得て、その知識のもとで医者の技術

と知識を高め、高度な医療を行えば、患者の

信頼が厚くなり、ひいては病院の繁栄につな

がると思います。一時的に金銭的な危機を乗

り越えても、図書室の充実がなければ徐々に

医療レベルは後退し、優秀な医者は去ってゆ

き、病院は衰退せざるを得ないと思います。

最も診療の拠り所となる図書室の存在意義と

重要性を、病院の先生方自身が再確認すべき

時ではないでしょうか。

独断と偏見に満ちた文章で申し訳ないです

が、ここに述べたやり方は私個人の情報との

付き合いかたで、かなり偏っているかもしれ

ません。しかし、時代は変化します。その変

化に対応できるよう、常に情報キャッチのた

めのアンテナをはり、時代の流れをつかむ努

力が大切なように思います。与えられたテー

マだけに縛られるのでなく、いろいろな雑誌

から得た知識をもとに、自分の臨床での経験

とミックスして、自分で新しい仮説をたて、

新しい治療法を確立できるようなところまで

できれば幸せかなと考える毎日です。
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